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  はじめに
今，映像アーカイブスが注目を集めている。

竹中総務相（当時）の私的懇談会「通信・放送
の在り方に関する懇談会」は，2006年6月に
提出した報告書の中で「NHKの番組アーカイ
ブをブロードバンド上において有料で利用可
能とすべきである」1）と提言，それを受けて

「通信・放送の在り方に関する政府与党合意」
にも，「番組アーカイブについて，ブロードバ
ンドを通じて有料で公開することを可能とす
るため，必要な対応を行う」2）ことがもりこ
まれた。そして9月に公表された総務省の「通
信・放送分野の改革に関する工程プログラム」
にも，「番組アーカイブに係る対応について，
所要の法案を次期通常国会に提出する。法案
成立後，必要な制度整備等を実施し，2008年
から開始する」3）ことが明記された。

こうした情勢を受けてNHKの橋本会長は
2007年1月，見逃した番組やアーカイブス
番組をインターネットで配信するサービス

「NHKアーカイブス・オンデマンド」の2008
年度から実施に向けて準備作業を急ぐことを
明らかにした。

日本でテレビ放送が始まって50年にあた
る2003年2月1日に埼玉県川口市にオープン
したNHKアーカイブスは，これまでNHK

が放送してきた約48万の番組・約134万の
ニュース項目（2006年3月末現在）の映像資
産を次世代に伝えるために保存している。こ
れらの映像コンテンツはNHKの放送番組の
制作に活用されているほか，著作権処理を経
た約6,000の番組が番組公開ライブラリーと
して，NHKアーカイブスと全国のNHKの放
送局で一般に公開されている（写真1）。

しかし，アーカ
イブス番組をイン
ターネットで配信
するというサービ
スはまったく新し
い取り組みであり，
関係者の間では海
外の映像アーカイ
ブスの最新事情に
関心が向けられて
いる。

デジタル時代の到来と2008年北京オリン
ピック開催に向けて中国の映像アーカイブス
も急激な変貌を遂げており，映像アーカイブ
スのあり方を考える上で参考になる点が多
い。 本稿ではこの2月に北京で実施した現地
調査をもとに，中国の映像アーカイブスの最
新事情を紹介するとともに，それを手がかり
に，映像アーカイブスに期待される役割とは

写真 1　NHKアーカイブス
（埼玉県川口市）

映像アーカイブスに期待される役割とは
～中国の最新事情を手がかりに～

   長井　暁　　
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どのようなものなのかを考えてみたい。
今回調査を行った中国の映像アーカイブス

は，北京にある中国中央テレビの音像資料館
と，中国中央テレビの傘下にある新影制作セ
ンターのアーカイブス，それに中国映画資料
館の3つである。音像資料館は中央テレビが
放送してきた番組を，新影制作センターは新
中国建国後に制作されたニュース映画と記録
映画を，中国映画資料館は新中国建国後に中
国で許可を得て上映されたすべての映画を保
管する映像アーカイブスである（図1）。

  1.中央テレビの映像アーカイブス

（1）中央テレビ音像資料館
中国中央テレビ（CCTV）は1958年に放送

を開始した国営放送局で，現在の主な財源は
広告収入である。チャンネル数はケーブル向
けの無料チャンネルを含めて16あり，衛星
経由で全国の放送局に伝送し，全人口の95%
をカバーしている 4）。
音像資料館の設立

中央テレビのアーカイブス番組のVTR約
80万本は，北京市復興路にある本部ビルに
ある番組資料管理処に保管され，番組制作な
どに活用されてきた。2002年9月に北京市西
城区真武廟に音像資料館が設立されると徐々
に移管され，現在では約60万本が音像資料
館で保管されている。残る約20万本も最終

的には音像資料館にすべて移管されることに
なっている。中央テレビ音像資料館が入るビ
ルは地上18階，総床面積は4万4,000平米で，
音像資料館の占有面積はその40%，国家ラジ
オ映画テレビ総局（SARFT）がその50%を使
用している。そのためか，ビルには「ラジオ
テレビ音像資料館」というプレートが掲げら
れている。中央テレビ音像資料館の正式オー
プンは2003年9月で，NHKアーカイブスと
同じ年である（写真2）。

音像資料館では主に崔屹平館長から聞き取
りを行った（写真3）。

中央テレビが保管するアーカイブス番組の
ほとんどは1980年代以降の番組であり，そ
の多くはベータカムのロングテープで保管さ

図 1　中国の映像アーカイブス

写真 2　中央テレビ音像資料館（北京市西城区）

写真 3　崔屹平館長

中国映画資料館 
（中国電影資料館） 

テレビ番組・
ニュース 

記録映画・
ニュース映画 
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（中国中央テレビ）
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れてきた。それ以前の1960年代から70年代
にかけての番組については，ニュース・記録
映像が16ミリフィルムの形で約3,000巻（1巻
の尺は10～15分）保管されている。
デジタル化の取り組み

音像資料館は現在，貴重な映像資産をより
確実に将来に伝え，放送により活かしていく
ために，アーカイブス番組のデジタル化と
デジタル検索システムの確立に取り組んでい
る。そのために音像資料館ではIBMの大型
コンピューターシステム（写真4）と，中央テ
レビ本部とを光ケーブルで結ぶネットワーク
システム（写真5）を構築した。

さらに，新たに約700人の大学新卒者を採
用，毎日600人～700人のスタッフが二交代
で，朝7時から夜9時までデジタル化の作業

に取り組む体制を組んだ。
アーカイブス番組のデジタル化の作業は，

まず映像音声品質検査室でのVTRの検査か
ら始まる（写真6）。

映像や音声に問題がある場合には映像音声
修復室で修復作業を行う（写真7）。

作業を終えたVTRはAVセンターでコン
ピューターシステムにアップロードされる
（写真8）。

その後，検索用の映像は作業用のハード
ディスクにダウンロードされ，保存用の映像
はIBM製のLTOデータ・カートリッジ（大
きさは10cm×10cm，厚さ2cmほど）にダウ
ンロードされる。現在使用しているデータ・
カートリッジは200GBの容量を持ち，通常
の放送クオリティーの映像なら，約15時間

写真 4　コンピューターセンター 写真 5　ネットワークセンター

写真 6　映像音声品質検査室 写真 7　映像音声修復室
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分を保存することができる。音像資料館が目
指すのは完全なテープレス化であり，映像を
保存するオンライン・データセンターは1部
屋で，広さは300平米ほどしかない（写真9）。

現在そこにデータ・カートリッジを収める
ボックス型の保存庫が15個設置されている。
1個の保存庫には440本のデータ・カートリッ
ジを収納することができるので，15個で6,600
本，時間に換算して約10万時間分の映像が
保存されている。まもなく15個の保存庫が
追加設置され，デジタル化の作業を終えた合
計約20万時間分の映像が保存されることに
なっている。将来的にはこのオンライン・デー
タセンター 1部屋に約100万時間分の映像を
保存できるようにする予定である。

検索用にハードディスクに取り込まれた映

像には，番組の基本情報，カット表，構成
表，ナレーション情報，著作権情報などのメ
タデータを付加する作業が4種類の作業エリ
ア（編目区）で行われる（写真10）。こうした
コンテンツ整理・加工を行うための作業ブー
スは全体で200ブース設けられている。

検索ホールでは備え付けられたPC端末を
使ってキーワードで必要な番組を検索し，圧
縮された映像・音声で番組内容を視聴するこ
とができる（写真11）。

音像資料館の検索システムは中央テレビ本
部と光ケーブルで直結していて，スタッフは
自席のPC端末を使って検索することができ
るため，音像資料館の検索ホールのPC端末
の数はそれほど多くない。現在，この検索シ
ステムにアクセスする資格を有しているのは，

写真 8　AVセンター 写真 9　オンライン・データセンター

写真 10　編目区 写真 11　検索ホール
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約1万人の中央テレビの関係者などである。
番組制作に必要な映像・音声を検索システ

ムで確認した後，スタッフはPC端末で映像の
ダウンロード申請を行い，審査を経た後，映像
を入手することができる。音像資料館と中央テ
レビ本部にはそれぞれ7つのダウンロード室が
あり，14本の回線を通じて映像・音声を随時ダ
ウンロードすることができるようになっている。

音像資料館では2006年末時点ですでに約
20万時間分のアーカイブス番組のデジタル
化の作業を完了しており，2007年末には約
26万時間分，2008年末には約35万時間分の
デジタル化を完了することを目標としてい
る。35万時間は中央テレビが保存する全アー
カイブス番組の90%に相当する（図2）。

正式運用が始まった2006年の音像資料館の
利用状況を示す詳しいデータは存在しないが，
2006年に中央テレビが制作した約3万時間の
番組のうち，約6,000時間（約20%）の映像が
音像資料館より提供されたものであった。

音像資料館の崔屹平館長によれば，当面は映
像資産をより確かな形で未来に残し，放送によ
り活用するために，デジタル化と検索システム
の利便性の向上に全力を注ぐ方針で，インター
ネットを通じたアーカイブス番組の有料配信と
いったことは計画されていないとのことだった。

（2）新影制作センター
中国中央テレビは音像資料館とは別に，

1993年に傘下に収めた新影制作センター（新
影制作中心）のアーカイブスで多くのニュー
ス映像・記録映像を保管している（写真12）。

新影制作センターでは主に郭本敏副廠長か
ら聞き取りを行った（写真13）。
中国中央ニュース記録映画制作所

新影制作センターはもともと，記録映画の
宣伝効果を重視した周恩来首相の指示によっ
て1953年に設立された中国中央ニュース記
録映画制作所（中国中央新聞紀録電影制片廠）
である。設立以来，記録映画約3,000本，ニュー
ス映画約1万5,000本を制作し，中国でテレ
ビの視聴者数が国民の半数を超える1980年
代後半まで，当局が政策を宣伝するメディア
として大きな影響力をも持ち続けた 5）。

写真 12　中央テレビ新影制作センター
（北京市海定区）

写真 13　郭本敏 副廠長

図 2　音像資料館・デジタル化のスケジュール

～2006年末

～2007年末

～2008年末

約 20万時間

約 26万時間

約 35万時間
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中央テレビの傘下に

しかし，1990年代に入るとテレビの影響力の
拡大とともに，国が一元的に管理していたニュー
ス映画・記録映画の制作・配給の体制が崩れ，
経営が成り立たなくなった。中央ニュース記録
映画制作所は1993年に中央テレビの傘下に入
り，その一部門となることで生き残る道を選んだ。

中央テレビにとって中央ニュース記録映画
制作所を傘下に収めることには，二つの大き
なメリットがあった。その第一は，これまで
数多くのニュース映画・記録映画を制作して
きたスタッフとリソース（撮影機材，編集機
材，スタジオなど）を手に入れたことである。

そうした制作能力を活用して，新影制作セ
ンターは毎年約400時間の番組を制作して中
央テレビに提供，CCTV-1，4，7，10，11チャ
ンネルなどで放送されている。

第二は，そのアーカイブスを手に入れたこと
である。中央ニュース記録映画制作所は，1938
年に延安で八路軍総政治部電影団（延安電影
団）が撮影を開始して以降の，国共内戦，朝鮮
戦争，社会主義改造，大躍進，人民公社，文
化大革命，改革開放といった激動の中国を記
録してきた。アーカイブスに保管されている
ニュース映像・記録映像の総数は，16ミリ・35
ミリフィルムにして約4万2,000巻，時間にして
約7,000時間に及んでいる6）。中央ニュース記
録映画制作所のアーカイブスはまさに，20世紀
の中国を記録した貴重な映像資産なのである。
それらは映画やドキュメンタリーの制作に活か
されてきたほか，研究者にも公開され，現代史
や映画史の研究などにも活かされてきた。

この映像アーカイブスを手に入れたことによ
り，中央テレビは自らが保管してきた1980年代
以降の番組映像と組み合わせることで，1930

年代から今日にいたるすべての時代のニュース
映像・記録映像を持つことになったのである。
デジタル化の取り組み

新影制作センターでは貴重な映像資産を未
来に伝え，様々な形で活用するために，デジ
タル化に積極的に取り組もうとしている。

その第一はフィルム映像のデジタル化であ
る。中央ニュース記録映画制作所のニュース
映画・記録映画は主として35ミリフィルムで
制作され，保管されてきた。35ミリフィルム
はテレシネにかけることによってハイビジョン
化することが可能であり，新影制作センター
では35ミリフィルムをハイビジョン化し，デ
ジタル技術を駆使して映像や音の修復，色の
補正などを行った上で保存する作業を開始し
ている。フィルム映像のデジタル化の作業は，
2008年末までに約1,000時間，2011年末までに
約2,500時間を目標に進められている。

第二は，ニュース映画・記録映画のデータベー
スの作成であり，それぞれの作品の静止画を取
り込み，そこにカット表，構成表，ナレーションと
いったメタデータを付加する作業を進めている。

第三はデジタル閲覧室の設置である。新た
に建設されるビルに設けられるデジタル閲覧
室では，デジタル化された映像やデータベー
スを公開する予定である。
コンテンツ展開

新影制作センターの郭本敏副廠長によれ
ば，同センターが保管するニュース映画・記
録映画は，一部の共同制作映画を除けば，す
べての著作権は同センターに所属しており，
映像コンテンツの展開を図る上で，改めて取
材対象者や出演者の許諾を取る必要はなく，
同センターの判断で映像コンテンツの様々な
展開が可能であるとのことだった。
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現在は販売や国際共同制作などによって映
像コンテンツの海外展開を積極的に図るとと
もに，将来的にはインターネットを通じて有
料で映像コンテンツを配信することも計画し
ているという。実際に5時間ほどの映像とデー
タベースを組み合わせたコンテンツを作り，
ブロードバンドでつながったいくつかの大学
に提供する実験を開始している。今後は光
ケーブルなどの普及状況を見ながら，まずは
公共機関を対象にインターネットを通じたコ
ンテンツの配信を進めていくとのことだった。
新影チャンネル

デジタル時代の到来を受けて，新影制作セ
ンターはいくつかの新しい事業に乗り出して
いる。その一つがケーブルテレビ向けの新影
チャンネルの放送である。新影制作センター
の「老故事チャンネル」では，アーカイブス
を活用し，20世紀の中国を振り返るドキュ
メンタリーや人物伝などの番組を毎日4時
間，4回放送している。新影制作センターが
制作した番組のほか，中央テレビや地方のテ
レビ局が制作した番組も放送している。
移動デジタル放映車

いま一つの事業が国家ラジオ映画テレビ総
局（SARFT）と共同で進めている移動デジタ
ル放映車（流動的数字放映車）である。

かつて娯楽が少なかった中国の地方，特に農
村部では，映写技師が村々を巡回して野外（集
会所，広場，学校など）で行う映画の上映は長
らく最大の娯楽であった。そのため，テレビが
多くの家庭に普及した今日でも，野外で映画を
見たいという人々の希望は根強い。

そこで考えだされたのが移動デジタル放映車
で，フィルムを使わないデジタル上映機材一式を
載せたワンボックスカーが移動しながら映画を上

映して回るというもので，上映する映画は定期的
に衛星を使って新影制作センターから送信され，
移動デジタル放映車で受信・ダウンロードされる。

移動デジタル放映車の巡回にはスポンサー
がつくため，上映は無料で行われている。ス
ポンサーは広告を目的とした企業や，啓蒙・
教育を目的とした地方政府などである。現在，
全国各地の映画制作所に30台あまりが配置
されており，将来的には随時増やしていく予
定だという。

  2.中国映画資料館
中国映画資料館（中国電影資料館）は，国

による映画管理を目的として1958年に設立
された組織で，1984年に原文学芸術研究院
の映画研究所と合併し，中国映画芸術研究セ
ンター（中国電影芸術研究中心）を併設した
（図3）（写真14）。

中国映画資料館では主に張建勇副館長から
聞き取りを行った（写真15）。
保管している映画フィルムと資料

中国映画資料館は新中国建国後に中国で制
作・上映された映画を中心に，約2万7,200
本の映画を保管している。この中には1949
年以前の国民政府時代に制作された映画約
200本と，満州映画協会（満映）が制作した「娯
民映画」108本，「啓民映画」189本なども含
まれている。映画の他にも脚本，完成台本，
ポスター，スチール写真，評論といった膨大
な数の映画関連資料を保管している。
映画資料管理の規定

こうした中国映画資料館を成立させているの
は，上映許可を得たすべての映画フィルムの資
料館への納付義務を課した映画芸術档案管理
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規定の存在である。内容は「映画制作と映画輸
入発行を行う機関は，フィルムと档案を国家映
画档案館に納めなければならない。映画フィル
ムは上映許可が出てから三か月以内，素材フィ
ルムは二年から三年以内に納めることとする」7）

というものである。こうした規定によって，中
国映画資料館には中国で上映された映画のほぼ
すべてが保管されることになったのである。
映画と資料の公開

中国映画資料館は国による映画管理を目的
として設立された機関であるが，収集した映
画や資料を一般に公開したことから，中国の
映画研究や映画文化の発展に貢献することと
なった。そうした役割は，1984年に中国映
画資料館が自ら研究部門を持つようになって
からさらに大きくなっている。

中国映画資料館には閲覧室があり，映画や
映画関係資料を視聴・閲覧することができる。

視聴希望が多い映画のほとんどはVTRにコ
ピーされており，希望者はこのVTRを再生
して映画を視聴することができる。VTRに
コピーされていない映画の視聴を希望する場
合は，経費はかかるが，映写室で実際にフィ
ルムを映写機にかけて視聴することもでき
る。利用者の多くは映画制作の関係者と映画
研究を目的とした研究者である。
中国映画芸術研究センター

中国映画資料館に併設された中国映画芸術研
究センターには15人ほどの研究員がいて，映画
理論，中国映画史，外国映画研究，映像創作研
究，映画産業研究などの研究に取り組んでいる。

その研究成果は出版部門が発行する映画理
論の学術雑誌『当代電影』や映画雑誌『電影』，
そのほかの出版物に掲載されている。

1994年には教育部門に大学院の修士課程
が設けられ，毎年，映画学を専攻する10名
ほどの大学院生が入学している。これまでに
百人ほどの卒業生に修士号が授与されてお
り，その多くが大学などで教壇に立っている。
デジタル化の取り組み

中国映画資料館では，貴重な映像資産をよ
り確実に未来に残し活用していくために，デ
ジタル化に積極的に取り組もうとしている。

デジタル化の第一は，保管する映画フィル
ムのデジタル化である。2006年から2010年ま

写真 14　中国映画資料館（北京市海定区）　

写真 15　張建勇 副館長

図 3　中国映画資料館の組織
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での5か年で，国の予算2.8億元（約42億円）
をかけて，約5,000本の映画フィルムをデジタ
ル化する計画である。約5,000本には中国で
制作された代表的な劇映画のほぼすべてが含
まれている。35ミリのフィルムはテレシネに
かけてハイビジョン化した後，映像と音声の
補正，色の補正をほどこした上で保存される。

デジタル化の第二は，国家映画資料データ
ベース（国家電影档案数据庫）の作成である。
デジタル化された映画の映像，脚本・台本・
ポスター・スチール写真といった映画関係資
料，国の映画政策に関する法律・文献・資料
といった映画事業資料を，2007年から2011
年の5か年でデータベース化するというもの
である。2007年度には初期の設備投資の予
算として2,869万元が国から支給された。国
家映画資料データベースは2～3年後をめど
に中国映画資料館に新設されるデジタル閲覧
室で公開を開始する予定である。
コンテンツ展開

中国映画資料館では，4年後をめどにイン
ターネットを通じて有料で映像コンテンツを
配信することも計画している。

張建勇副館長によれば，中国映画資料館が
保管する映画の著作権は各映画制作所が持っ
ており，中国映画資料館が保管する映像コン
テンツの展開を図るためには，各映画制作所
の許諾を得，利益の分配などについての協定
を結ぶ必要がある。しかし，中国における著
作権問題は日本のように複雑ではなく，特に
劇映画に関しては映画制作所がオールライツ
を保有しているため，そうした映画制作所を
相手に許諾を得，協定を結ぶことはそれほど
難しい課題ではないとのことである。

中国映画資料館としては，著作権問題を解

決した上で，映像コンテンツの海外展開にも積
極的に取り組んでいきたいということだった。

  3. 期待される役割とは
以上，中国中央テレビの二つの映像アーカ

イブスと中国映画資料館の最新事情を見てき
た。これらの映像アーカイブスに共通してい
ることは，貴重な映像資産を将来に伝え活か
していくために，デジタル化の作業に積極的
に取り組んでいるということである。

中国中央テレビの音像資料館は，約700人
のスタッフが最新のシステムを駆使してアー
カイブス番組のデジタル化と検索システムの
確立に取り組んでおり，映像コンテンツの保
存では完全なテープレス化を目指している。

中国中央テレビの新影制作センターにおい
ても，保管する7,000時間のニュース映画・
記録映画フィルムのデジタル化とデータベー
スの作成に長期計画で取り組んでいる。

中国映画資料館でも保管する主だった劇映
画のフィルム約5,000本のデジタル化と国家
映画資料データベースの作成に5か年計画で
取り組んでいる。

こうした取り組みは，映像コンテンツのマ
ルチメディアでの展開を可能にするとともに，
より多くの人々が貴重な映像資産にアクセス
し，創作活動や研究活動に活かすことを可能
にしようとしている。

映像アーカイブスに期待される役割を考える
時，中国映画資料館と新影制作センターのアー
カイブスの取り組みは示唆に富む点が多い。

中国映画資料館は新中国建国後のほぼすべ
ての映画とその関連資料を保管し，それを一
般に公開することで，中国における映画理論
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や映像創作に関する研究の発展を促してきた。
新影制作センターのアーカイブスも研究者な
どに公開され，同様な役割を果たしてきた。
デジタル化が進めば，二つの映像アーカイブ
スへのアクセスはより容易になり，人々の創
作活動や研究活動はより活発となるだろう。

こうした映像アーカイブスの存在とそれを
活かした研究状況を背景として，中国には映
画理論や映画制作を専門に教える大学が二校

（北京映画学院，中央戯劇学院）ある。さらに，
多くの総合大学に映画・映像に関する学部や
学科が存在する。張芸謀，陳凱歌，田壮壮と
いった世界で活躍する中国の第5世代の映画
監督たちも，そうした研究・教育の環境の中
から育ってきたのである。

日本には，東京国立近代美術館にフィルム
センターがあるが，その規模や内容は，はな
はだ不充分である。映画や映像について学べ
る大学も少ない。しかし，100年以上にわたっ
て制作されてきた日本の映画（アニメ映画を
含む）は未来に伝えるべき貴重な資産である。
それらを保存し，映画文化・映像文化の研究
拠点となる本格的な国立の映像アーカイブス
を設立する必要があるのではないだろうか。

また，テレビもすでに50年の歴史を有し，
その番組は研究の対象になりつつある。テ
レビ番組はそれが放送された時代の大衆文化
や社会の姿を知る貴重な資料であり，国民の
財産である。横浜には財団法人放送番組セン
ターが運営する放送ライブラリーがあるが，
保存されている番組はごく一部に限られてい
る。法定納入によって，NHKと民放の番組
すべてを保存し公開するフランスのINA8）の
ような国立の放送番組のアーカイブスも必要
な時が来ているように思われる。

今，日本において映像アーカイブスは，イン
ターネットを通じた有料配信といったビジネス
面ばかりが注目されている。しかし，本来テレ
ビの映像アーカイブスにも映像文化・放送文化
の発展に寄与するという役割があるはずである。

すでにインターネットを通じた映像コンテン
ツの有料での配信を開始したフランスのINA
も，これから乗り出そうとしている中国の映画
資料館も，映像資産を制作者や研究者に公開
し，映像文化・映画文化の発展に寄与してきた。

NHKアーカイブスの映像資産はNHKの番
組制作に活かされている。しかし，番組公開
ライブラリーで公開されている約6,000の番組
を除けば，研究者はNHKのアーカイブス番組
にアクセスすることはできない。映像文化・放
送文化の発展に寄与するという観点から，研
究者に対する公開のシステムの確立が急がれ
ているように思う。　　　　   

  （ながい さとる）

注：
1） 2006 年 6 月 6 日「通信・放送の在り方に関する
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3） 2006 年 9 月 1 日「通信・放送分野の改革に関す
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5） 万里著『中国紀録電影史』中国電影出版社 

2005 年 12 月
6） 高維進著『中国新聞紀録電影史』中央文献出版
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